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ついても）時々お話を伺ったことがあった。また村上先生からは、初対面時
に「平城先生の息のかかったあなたをお迎えできて嬉しい」とのお言葉をい
ただき、身が引き締まった記憶もある。
桐蔭時代、村上先生は鵜川学長の信厚く、長く学部長の任にあたられた。
こうした事情もあり、残念ながら先生から研究上のご指導を賜る機会はほと
んどなかった。ただ、先生がわれわれの依頼をお聞き届けくださり、2009
年に一度だけメモリアルライブラリで講演いただいたことはよく覚えている。
それは、ライブラリの一面にびっしりと配架された村上寄贈文庫と同様、迫
力ある内容であった。
もう先生にお目にかかれないと思うと悲しみに耐えない。今はただ心から
先生のご冥福をお祈りするのみである。
	 （すずき・ただし　中央大学文学部教授
元桐蔭横浜大学法学部教授）
